
 
鹿沼型原っぱキャンプフィールドの創出

南摩川によって作られた段丘の台地
広々とした原っぱ

人工物の少ない粗野な景観
現存植生を尊重し、環境の多様化を図り生き物と共生する

水源地域の豊かさを体感し、みんなで育てる
出会いの森キャンプ場とは異なる 個性的な上南摩のキャンプフィールドの創出

6. キャンプフィールドコンセプト
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7. キャンプ場平面計画
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8. キャンプ場断面計画
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9. キャンプ場植栽計画



草丈の違いを活用したサイトレイアウトの可能性

草刈りも均一ではなく変化を持たせることで植生の多様化が見られる
周囲に生える野草の種を蒔いたりすることで、四季を感じられる部分を取り入れる

利用人数、季節に応じて柔軟に対応してサイトとサイトの間を刈り残した草で区切る方法
も考えられる

・芝生の長さの違い
・芝生にクローバーな
どが混じり込んでつく
る景観

＜春＞

＜夏＞ ＜秋＞

＜春・森の中＞

現在の敷地の植生

周囲に生える野草の種を蒔いたりすることで四季を感じられる風景にする。森の植生や周囲の里地
植生を参考にする
鹿沼に自生の植物を混植し地域にふさわしい景観をつくる
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10. キャンプ場植栽計画

四季変化の草花を混植し新たなメドウを創出する



11. 新そばまつりレイアウト
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